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福井大学附属図書館所蔵の古典籍（9）
『絵本霞の海』―上方浄瑠璃と〈おどけ開帳〉―
　今日ではほとんど見られなくなってしまったが、
江戸時代から明治時代にかけて見世物が盛んに行わ
れていた。江戸ならば、上野奥山、東両国回向院な
どを会場にして、小屋を建て並べ、巨大な籠細工、
生人形、軽業、曲馬、手品、珍獣、蛇遣いなどのさ
まざまな見世物が民衆の好奇心を満足させていた。
近世の見世物については、朝倉無声『見世物の研究』
をはじめ、延広真治『日本庶民文化史料集成 8寄席・
見世物』、川添裕『江戸の見世物』等に詳述されて
いるので、興味のある方はそちらをご覧いただきた
い。
国際交流センター准教授　　膽　吹　　　覚
いぶき・さとる
　江戸の見世物の代表的なものの 1つに〈おどけ開
帳〉がある。〈おどけ開帳〉は「寺社開帳もどきに
勝手放題な偽の宝物をならべ、それを面白おかしく
絵解き、地口でこじつけるというもの。興行小屋の
こしらへも、木戸口は寺の楼門、舞台は寺の内陣、
客殿風、音曲は木魚と、あくまで寺をまねて茶化し
ていたのである」（川添『江戸の見世物』p26）。本
稿で紹介する『絵本霞の海』は、こうした〈おどけ
開帳〉を写した冊子である。
　本学所蔵の『絵本霞の海』（以下、福大本）は１
冊の版本である。請求記号は 779.2 ／ EHO。縹色
布目表紙。4ツ目綴（改綴）。半紙本（21.1×15.1）。
角裂なし。表紙左肩部双辺刷題簽「絵本霞の海」。
内題・柱題・尾題なし。全 7丁。ただし、第 1丁（「開
帳三」）は表紙見返しに、また第 9丁は後表紙見返
しにそれぞれ貼り付けられている。版心はなく、丁
付は各丁左下隅に「開帳三（～八）」とある。識語・
刊記ともになし。表紙は摩滅し、全体的に草臥れて
いるが、題簽も辛うじて残っており、本文は虫損も
少なく、この種の冊子としては、保存状態は普通で
あろう。福大本はしかし、上述の通り「開帳三」か
ら始まっており、少なくとも巻等の「開帳一」と「開
帳二」が落丁している可能性が考えられる。管見に
従えば、『絵本霞の海』は本学以外では国文学研究
資料館と静岡大学の 2箇所に所蔵されているが、筆
者は未だこの 2点を調査していない。ゆえに、本稿
は福大本のみを資料として論じるという極めて不十
分な論考であることをお断りしておかねばならな
い。
（表紙）
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　さて、本書第 1丁（「開帳三」・図２）を開くと、
絵の中央部では、七条袈裟を着た僧侶が双輪数珠の
入った箱を持ち、拝観者（見物人）に向かって、「釣
船の三婦がじゅす（数珠）、一度拝するともからハ、
まをとこ（間男）のなん（難）をのが（逃）れます」
との口上を述べている。「釣船の三婦」は竹田出雲
他作『夏祭浪花鑑』（延享 2 年・大坂竹本座初演）
に登場する老侠客である。その第 6段目「三婦内」、
信心のために喧嘩を止めていた三婦であったが、止
むに止まれぬ状況となり、耳にかけていた数珠を引
きちぎり、無頼の輩と大立ち回りとなる。僧侶が箱
に入れて見せているのは、この時に切れた数珠であ
る。僧侶はこの数珠が「間男の難を逃れる」ご利益
があると説く。その訳は三婦が数珠を引きちぎる前
の場面で、徳兵衛の女房のお辰が追手から逃走中の
磯之丞を連れて帰ろうとする。しかし、三婦は二人
の間に関係ができてしまうことを懸念する。すると、
お辰は傍の火鉢にあった焼けた鉄串をその顔に当て
て痛々しい傷を付ける。これではさすがの磯之丞も
お辰に手は出せないというのである。
　絵の左中央部の女性が両手で持っている竹は、「大
星ゆらの助、此竹につるをかけて、高のもろなをが
やしきの雨戸をはづさせたる竹なりけり、当寺の什
物と成なり」と説明されている。つまり、この竹は
竹田出雲他作『仮名手本忠臣蔵』（寛延元年・大坂
竹本座初演）で、高帥直邸に討ち入った義士が、そ
の雨戸を外す時に使ったものであるというのであ
る。この竹は「災難除の竹」として開帳（陳列）さ
れている。
　三婦の数珠も義士が討ち入りに使った竹も、いず
れも浄瑠璃（芝居）の中で使われた小道具である。
こうした有名な浄瑠璃所縁の小道具（細工）を「寺
の什物」「宝物」として開帳し、拝観者（見物人）
にご利益を授けるというのが、この開帳（見世物）
の趣向（遊び心）なのである。当世風に言うなら
ば、大ヒットした映画の中で使われた小道具を陳列
して、そこに何らかのご利益をこじつけたようなも
のである。なお、この開帳が実際に開催されたもの
であるか、あるいは冊子上の架空の開帳であるかは
不明である。
　本書にはこうした浄瑠璃（芝居）所縁の「什物」
「宝物」（細工）が次々と登場するが、その全てをこ
こに解説することは紙面の都合上できないので、そ
の第 7丁（「開帳七」）を例として掲げる。
　図 2の中央部、盤台には合戦をしている兵士たち、
絵の右上端、崖の上にはその模様を眺めている男が
2人。これは絵の右端の解説文（口上）に「九仙山
ハごさんけい腐たるほこの柄をもつてゑがゝれし所
也。並三重之しゆり塔、此二ツの宝物一度拝すると
もがらハ、三年と三年合て六年の寿命をたもつ、当
寺第一の宝物也」とある通り、近松門左衛門作『国
姓爺合戦』（正徳 5年・大坂竹本座初演）の第４段
目「九仙山の場」を再現した細工（模型）である。
口上では、この九仙山と絵の左端の「金三重舎利塔」
が「当寺第一の宝物」であり、この二つの「宝物」
を拝観した者は「三年と三年合て六年の寿命をたも
つ」とのご利益を謳っている。
　図 3（「開帳八」）は本書巻末、開帳（見世物）の
（図２　開帳七）（図１　開帳三）
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（図３　開帳八）
拝観を終えた人たちが出口（「下向道」）へと向かう
場面である。絵の右下には「やれやれおもしろい宝
物じゃ、しわがのびた」とある。これは絵の右側か
ら出てきた一行の先頭を行く老婆の言葉であろう。
彼女の隣には孫の姿も見える。絵の中央部には武士
が 2人。その背後には「今川家、ねづミよけの守」「辻
法印、家内安全之札」「いこま姫、死霊除守」「長吉
長太郎、中よしの守」などのお札お守りの広告が見
える。これらのお札もすべて浄瑠璃（芝居）所縁の
ものである。「辻法印」は竹田出雲他作『ひらがな
盛衰記』、「長吉長太郎」も同じく出雲他作『双蝶々
曲輪日記』、「いこま姫」は近松門左衛門作『井筒業
平河内通』である。また、絵の左端には、「八百屋
お七」が、恋しさのあまりに放火した時に使った薪
が積み置かれている。八百屋お七は西鶴の『好色五
人女』で知られるが、浄瑠璃にも紀海音『八百屋尾
お七恋緋桜』などがある。
　絵の左中央部には浄瑠璃の台本を乗せる見台が描
かれており、そこには「竹田出雲、文耕堂」と記さ
れている。本書に取り上げられた浄瑠璃の多くはこ
の両名の作品である。そして、その見台の横には義
太夫が使うと思しき湯飲みが置かれており、その下
には「進上、錦文龍、紀海音、長谷川千四、西澤一
鳳」と書かれている。この 4名はいずれも上方で活
躍した浄瑠璃作家である。前者 3名は江戸中期の人
であるが、最後の一鳳は江戸後期の享和 2年（1802）
に生まれて、嘉永 5年（1857）に死去した人である。
上述の通り、福大本には刊記も作者名も記されてい
ない。しかし、本稿に於ける考察を踏まえるならば、
本書は江戸時代後期に上方で製作されたものではな
いかと推測される。そして、その作者も上方の浄瑠
璃に通じた人物、例えば本書巻末にその名前が挙げ
られている西澤一鳳が考えられるのではないだろう
か。最後に書名の『霞の海』であるが、浄瑠璃では
近松の『日本振袖始』にその用例を見ることができ
る。
